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タイトル 

擬音語・擬態語の脳内処理について 

How sound symbolism is processed in the brain: a study on Japanese mimetic words.Junko Kanero, 

Mutsumi Imai, Jiro Okuda, et al. (2014) 

  

なぜこの論文を読もうと思ったのか？ 

・意味を持つ単語と擬音語・擬態語で処理に使われる脳の領域が異なるか知りたいと 

考えこの論文を読むことにした。 

  

内 容 

背景 

・ 先行研究で音の象徴性は角回周辺で知覚していると示唆されている。 

  

・ 一方で違う先行研究で動物の名前より鳴き声の擬音で右上側頭溝(以下 STS)が強く活動することが示されて

いる。また実際の動物の鳴き声より、鳴き声の擬音で両側の STS が強く活動することが示されている。 

  

・ 以上のことから右 STS は象徴的な音とそうでない音を区別していると予想し、実験的 

に確認することにした。 

  

方法 

実験１ 

・ 16 人の日本語の右利きネイティブ・スピーカーを対象としたが、5 人が課題の遂行困難などで除外され 11

人が最終的に解析された。 

  

・ 人が左から右に移動する映像を 16 個作り、映像の下に擬音語・擬態語、記号的な音でない副詞、記号的な

音でない動詞のいずれかを入れた。全ての言葉は平仮名にした。 

  

・ 映像の半分は動作と言葉は一致しており、半分は一致していないものとした。 

  

・ 被験者は映像を見てどの程度一致しているかを 1〜5 のボタンから選択して押す。 

  

・ fMRI で T1 強調画像を撮影した。 
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・実験 2 

・ 15 人の日本語のネイティブ・スピーカーを対象としたが、十分なデータを集められなかった 4 人を除外

し、11 人を解析した。 

  



・ 線で描かれた人が移動するアニメーション 114 個と、高度に一致する、または一致しない擬音語・擬態語を

組み合わせた。アニメーションは動かない形が表示されるものと動く動作が表示されるものがあり、各々に対

応する擬音語・擬態語を組み合わせた。 

・ 被験者には、まず形と動作のどちらの課題かが提示され、アニメーションが提示され、その後に擬音語・擬

態語が表示される。表示された擬音語・擬態語が映像と一致しているか否かを 1〜5 のボタンを押して評価す

る。 

・ 被験者の脳画像は fMRI を用いて撮影し、アニメーションと言葉が一致している場合としていない場合をそ

れぞれ分けて解析した。 

 



 

 結果 

実験１ 

・ 右 STS 後方は擬音語・擬態語で特異的に活性化していた。 

  

・ 中心後回・海馬傍回、小脳も同様に擬音語・擬態語で活性化した。 

  

・ 一致しない擬態語・擬態語では右 STS 後方は有意に活性化しなかったが海馬傍回と下側頭回には活性の増

加が認められた。 

  

 実験 2 

・ 右 STS 後方を含む脳の幾つかの領域が有意に活性化していた。擬音語・擬態語がアニメーションと高度一

致している組み合わせでより強い活性が見られた。 

  

・ 右 STS 後方は全ての条件下でベースラインより有意に活性が見られたが形や動作と言 

葉が一致している組み合わせでより強く活性化した。 

  

・ 形と動作とでは特に脳の活性に違いは認められなかった。 



  

  

  

考察 

・ADIM 群および AEM 群における PEF の変化は、脳卒中者が呼吸運動をするとき、ADIM を行うことが体幹制

御能力に効果的であるだけでなく、AEM も体幹制御能力に影響を与えることを示唆している。 

  

  

  

私見・明日への臨床アイデア 

・意味のある言語の理解と擬音語・擬態語の理解では脳の支配領域が異なることから、意味のある言葉の理解

が困難な人でも擬音語・擬態語は比較的理解が容易であることも考えられる。患者様によっては訓練時の動作

指示でも擬態語を試す価値があると考える。 
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